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た
ん
ぽ
ぽ
相
談
の
ご
案
内

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

～
お
子
さ
ん
の
養
育
・
教
育
で
悩
ま
れ
て
い
る

　
　
　 

保
護
者
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
へ
～

　「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
・
教
職

員
の
方
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・

教
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・
教
職
員
の
方

に
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
（
教
育
相
談
）

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
本
校
で
は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
等
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
適
切
な
就
学
に
は
早
期
か
ら
の
学
校
見

学
等
が
大
切
で
す
。
次
年
度
就
学
予
定
の
お

子
さ
ん
が
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
６
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　
午
前
９
時
40
分
～
正
午

愛
知
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
小
学
部
・
中
学
部

　
　
　
学
校
説
明
会
の
ご
案
内

　
愛
知
県
内
で
防
除
が
必
要
な
ウ
メ
輪
紋
病

に
感
染
し
た
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
５
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
農
林

水
産
省
名
古
屋
植
物
防
疫
所
、
愛
知
県
及
び

愛
知
県
が
委
託
し
た
調
査
機
関
が
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ウ
メ
輪
紋
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
、
扶
桑
町
外
へ
の
ウ
メ
や
モ
モ
等
の
サ
ク

ラ
属
の
植
物
の
持
ち
出
し
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
愛
知
県
農
林
水
産
部
農
業

経
営
課
　
環
境
・
植
防
グ
ル
ー
プ

　
　
　
☎
０
５
２
（
９
５
４
）
６
４
１
１

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
５

ウ
メ
輪
紋
病
の
調
査
及
び

緊
急
防
除
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　
経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
30
年
工
業
統
計

調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施

し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
製
造

業
に
属
す
る
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
る
重

要
な
調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
等
と
し
て
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
へ
は
、
５
月

中
旬
よ
り
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　 民生委員・児童委員の日　活動強化週間
　5 月 12 日（土）は「民生委員・児童委員の日」です。また、全国民生委員児童委員連合会は、18 日（金）
までの１週間を民生委員・児童委員の活動を地域の皆様に知っていただくための「活動強化週間」としています。
　民生委員・児童委員は、「支えあう　住みよい社会　地域から」をスローガンとして、安心して住み続ける
ことができる地域社会づくりのため関係機関と連携しながら活動しています。
　そして、安心して住み続けることができる地域社会づくりのためには、地域における人と人とのつながりを
強め、住民互助の機能を高め、関係機関の連携・協働による支援の取り組みを進める必要があります。
　そのためにも、地域の方々に民生委員・児童委員活動について理解を深めていただき信頼関係を築いていく
ことが大切です。
　皆さんの地域でも民生委員・児童委員が活動しています。この機会に民生委員・児童委員の活動に関心とご
理解を寄せていただきたいと思います。

あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
の
た
め
に

一
、
金
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
某
　
様

平成 30 年 2 月 10 日～ 3 月 9 日分
◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 　　　金 1,075 円
◆平成 28 年熊本地震災害義援金
　（役場義援金箱）                                  　 金   551 円
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金
　（役場義援金箱）                                      　 金   367 円
◆平成 29 年台風第 18 号災害義援金
　（役場義援金箱）                                       　金   469 円

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額
が寄せられました。ご協力ありがとうございました。

義　援　金

「児童福祉週間」が始まります
　毎年 5 月 5 日の「こどもの日」から 1 週間を
児童福祉の向上を目的として「児童福祉週間」
と定めています。

　◆今年度の標語
　　　あと一歩
　　　力になるよ　その思い

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
者
で
、
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入
学
日
以
外

に
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
立
特
別
支
援
学
校
の

　
　
　
　
体
験
入
学
に
つ
い
て

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
乳
幼
児
（
０

歳
以
上
）
か
ら
、
平
成
31
年
度
に
新
一
年
生

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
６
歳
ま
で
）
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
早
期
教
育
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
の
あ
る
方
、
お
子
さ
ん
に
障
害
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、
お
子
さ
ん
の
就
学

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で
、
無

料
で
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
７
月
26
日
（
木
）・
７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
会
場
　
一
宮
市
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法
　
６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

早
期
教
育
相
談

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相
談

で
は
、
保
護
者
・
教
職
員
の
皆
様
が
抱
え
て

い
る
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。
日
時
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　
相
談
費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　
　
一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１

　
　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
予
約
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
時
間
　

　
火
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　
午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場
　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

▼
申
込
み
　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
　

　
　
　
　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
申
込
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
日
時
　

小
学
部
：
９
月
14
日
（
金
）・
９
月
18
日
（
火
）

中
学
部
：
９
月
12
日
（
水
）・
９
月
19
日
（
水
）

高
等
部
：
６
月
14
日
（
木
）

▼
会
場
　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
日
時
　
９
月
19
日
（
水
）・
10
月
19
日
（
金
）

▼
会
場
　
小
牧
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
６
８
（
73
）
７
６
６
１

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
日
時
　
７
月
11
日
（
水
）・
10
月
24
日
（
水
）

▼
会
場
　
大
府
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　
☎
０
５
６
２
（
48
）
５
３
１
１

※
詳
し
く
は
、
直
接
体
験
入
学
先
の
学
校
へ

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

実施地域名 実施予定時期 募集予定
人員 申込締切

中国東北地方   9 月   4 日（火）～  9 月 13 日（木） 15 名 5 月   9 日（水）

イルクーツク州   9 月   9 日（日）～  9 月 18 日（火） 15 名 5 月 14 日（月）

沿海地方   9 月   9 日（日）～  9 月 18 日（火） 15 名 5 月 14 日（月）

東部ニューギニア（1 班）
  9 月 19 日（水）～  9 月 26 日（水） 20 名 5 月 25 日（金）

東部ニューギニア（2 班）

北ボルネオ   9 月 26 日（水）～ 10 月   2 日（火） 15 名 6 月 14 日（木）

ビスマーク諸島 10 月 24 日（水）～ 10 月 31 日（水） 10 名 6 月 22 日（金）

ミャンマー 11 月 13 日（火）～ 11 月 20 日（火） 15 名 7 月 10 日（火）

パラオ諸島   1 月 23 日（水）～   1 月 30 日（水） 15 名 9 月 14 日（金）

フィリピン（1 班）

  2 月 13 日（水）～   2 月 20 日（水） 80 名 9 月 28 日（金）フィリピン（2 班）

フィリピン（3 班）

硫黄島（1 班） 11 月中旬 100 名 －

硫黄島（2 班） 2 月中旬 100 名 －

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
４

　
厚
生
労
働
省
は
、「
平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
同
事
業
は
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
と
し
て
は
戦
没
者
の

配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
に
加
え
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
も
対
象
で
す
。

　
ま
た
平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
実
施
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業
概
要

▼「平成 30 年度慰霊巡拝事業」申込締切等


